
日 本 歯 科 大 学 新 聞2020年（令和２年）２月２９日（１） 第６６２号

入学試験を施行2020年
令和２年

　
本
学
名
誉
博
士
で
41
回
卒

の
羽
坂
勇
司
先
生
は
、
１
月

12
日
満
99
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
羽
坂
先
生
は
青
山
学
院

高
等
商
業
学
部
を
卒
業
。
兵

役
の
の
ち
、
昭
和
27
年
に
本

学
を
卒
業
し
横
浜
市
で
開

業
。
１
９
９
０
年
か
ら
16
年

羽
坂
勇
司 

名
誉
博
士

訃
　
　
報

２時間目は国語・数学、試験開始の合図を待つ受験生たち（２月１日・東京）

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

   
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

２
０
２
０
年
度
（
令
和
２
）
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
１
月
中

旬
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
２
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施

行
し
、両
学
部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。本
年
も
同
一
試
験
日
に
、生
命

歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
な
「
全
学
部

入
試
」を
実
施
し
た
。あ
わ
せ
て
、東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の

入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

　
２
０
２
０
年
度
の
入
学
試

験
は
例
年
の
よ
う
に
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
試
験
の
２
本
立
て
で

行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入

試
」
を
一
般
選
抜
と
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
で
実
施
し
た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
一
科
目
、
国
語
・
数
学
の

う
ち
か
ら
１
科
目
、
理
科

（
物
理
・
化
学
・
生
物
の
う

ち
か
ら
選
択
）
１
科
目
、
計

３
科
目
の
学
力
試
験
、
な
ら

び
に
面
接
試
験
を
２
月
１
日

に
実
施
し
、
４
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
本
学
が
指
定
し
た

科
目
（
２
０
１
５
年
度
か
ら

外
国
語
は
英
語
が
必
須
）
の

受
験
者
に
対
し
て
、
２
月
５

日
に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て

面
接
試
験
を
実
施
し
、
７
日

に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
と
も
両
学
部
の

合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番
号

を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階
の

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験
（
学
力
・
面
接
）
と

セ
ン
タ
ー
利
用
後
期
入
学
試

験（
面
接
）は
、
い
ず
れ
も
３

月
１
日
に
生
命
歯
学
部
（
東

京
）
に
お
い
て
「
全
学
部
入

試
」
を
以
て
実
施
し
、
３
月

３
日
に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
　
　
　*

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の
一

般
Ａ
入
学
試
験
は
、
２
月
２

日
に
学
力
試
験
と
面
接
試
験

を
実
施
し
た
。
一
般
Ｂ
入
学

試
験
は
２
月
23
日
に
小
論
文

と
面
接
試
験
を
実
施
し
、
歯

科
技
工
学
科
の
一
般
Ｃ
入
学

試
験
は
３
月
19
日
に
面
接
試

験
を
行
う
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
で
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
利
用
入
学
試
験
を
２
月

９
日
に
実
施
し
、
一
般
選
抜

入
学
試
験
を
３
月
12
日
に
行

う
。

　
な
お
、
３
月
に
実
施
さ
れ

る
学
部
と
両
短
期
大
学
の
入

学
試
験
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
受

験
生
に
手
指
の
消
毒
と
手
洗

い
の
励
行
を
呼
び
か
け
、
試

験
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
日
本
国
内
に
お
い

て
も
感
染
者
の
増
加
と
と
も

に
、
今
後
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
２
月
下
旬
に
、

医
療
従
事
者
に
限
ら
ず
全
教

職
員
を
対
象
に
、
感
染
防
止

に
対
す
る
勤
務
上
の
留
意
点

を
通
知
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１
日
実
施
の

後
期
入
学
試
験
、
東
京
と
新

潟
の
両
短
期
大
学
入
学
試
験

の
受
験
者
へ
は
、「
お
知
ら

せ
」
と
し
て
注
意
事
項
を
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
。

　
な
お
、
３
月
の
第
一
週
に

挙
式
さ
れ
る
卒
業
式
に
は
、

ご
父
母
の
参
列
は
お
控
え
い

た
だ
く
よ
う
、
通
知
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

本
学
の
感
染
防
止
対
応

　
附
属
病
院
で
は
令
和
元
年

８
月
、
医
科
系
診
療
部
門

の
外
科
に
、
乳
腺
専
門
医
・

内
分
泌
外
科
専
門
医
で
あ
る

櫻
井
健
一
教
授
が
診
療
科
長

（
生
命
歯
学
部
外
科
学
講
座

教
授
）と
し
て
就
任
し
た
こ
と

か
ら
、
乳
腺
内
分
泌
外
科
を

標
榜
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
医
長
に
は
乳
腺
専
門
医
の

平
野
智
寛
准
教
授
、
同
専
門

医
の
鈴
木
周
平
講
師
が
新
た

な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ

り
、
一
般
外
科
を
は
じ
め
乳

癌
検
診
・
乳
癌
の
診
断
・
乳

癌
の
手
術
・
乳
癌
の
化
学
療

法
・
乳
癌
の
ホ
ル
モ
ン
療
法

ま
た
内
分
泌
疾
患
や
甲
状
腺

疾
患
の
診
断
・
手
術
・
内
分

泌
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

乳
腺
内
分
泌
外
科
を
開
設

東京・附属病院

放射線検査室に設置された
マンモグラフィ撮影装置

左から平野准教授、櫻井教授、
鈴木講師

　
東
京
短
期
大
学
の
機
関
誌

『
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期

大
学
雑
誌
』
は
２
０
１
２
年

３
月
以
来
、
専
攻
科
修
了
生

と
専
任
教
員
に
よ
る
原
著
論

文
、
臨
床
報
告
、
研
究
調
査

を
は
じ
め
１
９
５
編
の
論
文

を
公
表
し
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
同
誌
は
、
投
稿

規
程
や
投
稿
の
手
引
き
等
を

一
新
し
、全
国
の
歯
科

衛
生
士
養
成
１
７
０

校
、
歯
科
技
工
士
養

成
49
校
に
オ
ー
プ
ン

化
を
図
っ
て
、『
日
本

口
腔
保
健
学
雑
誌
』

と
改
称
し
、
学
外
か

ら
の
論
文
投
稿
を
受
け
付
け

る
、
わ
が
国
唯
一
の
口
腔
保

健
学
の
学
術
雑
誌
で
あ
る
。

　
２
０
１
９
年
12
月
発
刊
の

新
刊
第
９
巻（
写
真
）
か
ら

は
、 J-STA

GE 

登
載
誌
と

な
り
、
各
論
文
に
は DOI

ナ

ン
バ
ー
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

※J-STA
G

E

は
、
独
立
行

政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

が
運
営
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
無
料
公
開
シ
ス
テ
ム
。

間
に
わ
た
り
学
校
法
人
青
山

学
院
の
理
事
長
を
務
め
た
。

　
ま
た
歯
科
医
学
史
の
研
究

者
、
西
欧
の
歯
科
器
械
・
器

具
の
収
集
家
と
し
て
も
名
高

く
、
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会

歯
の
博
物
館
の
学
術
特
別
委

員
な
ど
も
務
め
た
。

　
葬
儀
は
１
月
16
日
、
長
女

の
野
上
ゆ
か
り
先
生
（
69
回

卒
）
を
喪
主
に
、
近
親
者
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

東
京
短
期
大
学

機
関
誌
を
オ
ー
プ
ン
化

NDU Open Campus 2020
受験者はもちろん、どなたでも参加できます

◇生命歯学部
7 /12(日)、7/22(水・多摩クリニック見学)、8/13(木・入試対策セミナー)、
10/18(日・附属病院※要予約・定員制)、10/24(土・富士見祭)、11/29（日）

◇新潟生命歯学部
6/13(土)、7/11(土)、7/31(金)、8/5(水)、8/22(土)、10/3(土）

10：30受付、11：20開始、16：00終了
新潟生命歯学部で実施する総合型選抜の受験には、オープンキャンパスへの参加が

必須です（前年度の参加も可）。

◇東京短期大学
6 /7(日)*、7/5(日)*、8/20(木）、8/21（金）、10/24（土）*、10/25（日）*

12/25（金）（*＝学校説明会）
学校説明会は10：00～14：00
オープンキャンパスは、13：30～16：00（8/21のみ10：00～12：30）

◇新潟短期大学
5/17(日)、6/13(土)、7/18(土)、8/6(木)、8/20(木)、10/11(日）

12：30受付、13：00開始、16：00終了
※歯科衛生士の仕事や女子力UPの授業・講義が体験できます。

ア
フ
リ
カ
・
マ
リ
共
和
国

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
30
年

村
上
一
枝
先
生
（
２
・
３
面
）

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
推
薦



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６６２号2020年（令和２年）２月２９日

村上一枝先生を
ノーベル平和賞に推薦

村上一枝 先生
本学HP「これが日歯大スピリッツだ！先輩からのメッセージ」掲載写真

趣
意
書

　
村
上
一
枝
さ
ん
は
、
西
ア

フ
リ
カ
の
途
上
国
マ
リ
共
和

国
を
旅
行
中
、
農
村
の
貧
し

い
生
活
に
接
し
、
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
気
持
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
帰
国
後
た
だ
ち
に
盛
業

の
歯
科
医
院
を
閉
じ
て
、

１
９
８
９
年
10
月
、
48
歳
の

と
き
単
身
で
同
国
に
渡
り
ま

し
た
。

　
マ
リ
共
和
国
（
旧
ス
ー
ダ

ン
）
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
内

陸
国
で
、
国
土
は
１
２
４
万

Ｋ
㎡
（
日
本
の
３
・
３
倍
）

で
す
。
北
側
の
３
分
の
１

は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
な
り
ま

す
。
人
口
は
１
８
５
４
万
人

で
、
首
都
は
バ
マ
コ
で
す

　
村
上
さ
ん
は
、
初
め
の
１

年
間
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
で
植

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
９
０
年
に
南
部
の
ク
リ

コ
ロ
県
マ
デ
ィ
ナ
村
に
移
住

し
、
私
財
を
投
じ
て
村
の
開

発
に
着
手
し
ま
し
た
。
村
上

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
信

念
は
、
現
地
の
人
々
と
一
緒

に
な
っ
て
、「
た
だ
与
え
る

の
で
は
な
く
、
自
立
を
促
す

こ
と
」
で
し
た
。

　
ま
ず
、
マ
デ
ィ
ナ
村
を
拠

点
と
し
て
、
約
８
０
０
人
の

村
民
調
査
に
も
と
づ
い
て
、

深
井
戸
を
掘
り
ト
イ
レ
ッ
ト

を
設
け
衛
生
面
の
生
活
改
善

を
は
じ
め
、
出
産
や
育
児
の

母
子
指
導
、
マ
ラ
リ
ア
の
予

防
や
腸
内
寄
生
虫
の
駆
除
等

の
保
健
衛
生
の
改
善
に
努
め

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
裁
縫
教
室
を

ひ
ら
い
て
裁
縫
や
刺
繍
を
指

導
し
、
女
性
が
自
立
で
き
る

よ
う
に
手
に
職
の
技
術
を
ひ

ろ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
識
字

教
室
を
ひ
ら
い
て
子
供
や
成

人
に
読
み
書
き
を
教
習
し
、

村
民
の
識
字
学
習
を
支
援
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
若
い

女
性
に
避
妊
の
知
識
を
教

え
、
乳
幼
児
の
育
児
教
育
を

行
い
ま
し
た
。

　
１
９
９
２
年
９
月
に
は
、

会
の
前
身
と
な
る
「
マ
リ
共

和
国
保
健
医
療
自
立
を
支
援

す
る
会
」
を
設
立
し
、
看
護

婦
１
人
と
助
産
婦
１
人
を
養

成
し
、
マ
デ
ィ
ナ
村
診
療
所

を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
の
自
活
の
た
め
の
初
の

女
性
セ
ン
タ
ー
を
バ
マ
コ
市

に
建
設
し
ま
す
。

　
１
９
９
３
年
９
月
に
は
、

中
核
と
な
る
支
援
団
体
を

「
カ
ラ
＝
西
ア
フ
リ
カ
農
村

自
立
協
会
」
と
改
名
し
、
翌

年
３
月
に
は
、
マ
リ
政
府
か

ら
外
国
人
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
と
し

て
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ク
リ
コ
ロ
県
バ

ブ
ク
村
を
第
２
拠
点
と
し

て
、
ク
ー
ラ
郡
、
ド
ウ
ン

バ
郡
57
村
へ
の
支
援
を
本
格

化
し
ま
す
。
バ
ブ
ク
村
に

野
菜
園
の
造
成
、
深
井
戸
の

掘
削
、
植
林
の
造
成
、
女
性

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
９
４
年
か

ら
２
０
０
０
年
ま
で
延
べ

１
０
万
人
余
に
マ
ラ
リ
ア
予

防
薬
を
配
布
し
、
罹
患
率
を

激
減
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
同
地
域
の
マ
ラ
リ
ア
に

よ
る
小
児
の
死
亡
は
、
ゼ
ロ

に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
４
月
か
ら

は
、
よ
り
自
然
環
境
の
悪
い

シ
ラ
コ
ロ
ー
ラ
郡
30
村
に
支

援
活
動
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。
現

地
の
住
民
の
暮
ら
し
に
密
着

し
た
啓
発
活
動
は
奏
功
し
、

同
エ
リ
ア
で
も
妊
産
婦
や
乳

幼
児
の
死
亡
率
、
小
児
を
苦

し
め
た
下
痢
は
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

　
２
０
０
１
年
に
「
医
療
功

労
賞
」
を
受
賞
し
た
時
、
村

上
さ
ん
は
「
こ
の
賞
金
で
、

マ
ラ
リ
ア
の
薬
が
５
０
０
人

分
買
え
ま
す
。」
と
、
感
動

的
な
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
マ
リ
北
部

の
内
戦
が
つ
づ
く
な
か
、
毎

年
、
20
時
間
を
か
け
て
帰
国

し
、
支
援
団
体
は
じ
め
小
・

中
・
高
校
や
大
学
で
講
演
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
支
援
活
動
の
現
状

を
詳
さ
に
報
告
し
、
共
鳴
す

る
人
々
か
ら
義
援
金
を
募

り
、
た
ゆ
ま
ぬ
地
道
な
活
動

を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
字
を
書
く

こ
と
や
読
む
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
村
の
女
性
た
ち
が
、

自
分
た
ち
で
収
入
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

そ
し
て
女
性
た
ち
の
作
っ
た

資
金
で
は
じ
ま
っ
た
貸
付
事

業
も
、
２
０
０
０
年
か
ら
現

在
ま
で
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

近
年
、
男
子
が
優
先
し
て
い

た
就
学
率
は
、
女
子
の
ほ
う

が
上
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　
健
康
で
明
る
く
自
立
し
た

生
活
を
目
指
す
村
上
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
マ

リ
の
人
々
に
慕
わ
れ
て
今
年

で
30
年
に
及
び
ま
す
。
こ
の

間
、
村
上
さ
ん
は
マ
リ
各
地

に
、
次
の
よ
う
な
建
築
・
設

置
・
人
材
育
成
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

①
小
学
校
21
校
、
中
学
校
３

校②
助
産
院
・
診
療
所
15
院

③
識
字
教
室
70
ヶ
所
、
女
性

セ
ン
タ
ー
19
ヶ
所

④
深
井
戸
掘
削
71
基
、
浅
井

戸
掘
削
80
基
、
ト
イ
レ
ッ
ト

設
置
30
基

⑤
野
菜
園
34
ヶ
所
、
造
成
林

20
ヶ
所

⑥
助
産
師
・
看
護
師
の
養
成

16
人
、
女
性
健
康
普
及
員
の

養
成
２
０
７
人

⑦
マ
ラ
リ
ア
予
防
、
腸
内
寄

　
本
学
名
誉
博
士
で
第
54
回

卒
業
の
村
上
一
枝
先
生
は
、

１
９
８
９
年
か
ら
、
西
ア
フ

リ
カ
・
マ
リ
共
和
国
の
農
村

に
居
住
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
マ

リ
共
和
国
は
内
戦
が
絶
え
な

い
最
貧
国
で
あ
る
。

　
こ
の
30
年
に
お
よ
ぶ
村
上

先
生
の
活
動
は
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
に
値
す
る
と
評
価

し
、
中
原
泉
学
長
が
発
起
人

代
表
と
な
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
委
員
会
に
村
上
先
生
を

授
賞
候
補
者
と
し
て
申
請
し

た
。

　
昨
秋
に
和
文
と
英
文
の
趣

意
書
と
推
薦
依
頼
書
を
作
成

し
て
、
関
係
各
方
面
の
支
援

を
う
け
た
。
申
請
に
あ
た
っ

て
は
、「
推
薦
す
る
会
」が
、

書
類
一
式
を
整
え
て
Ｅ
メ
ー

ル
で
送
信
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
委
員
会
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
に
お
か
れ

て
い
る
の
で
、
申
請
書
原
本

と
副
本
は
同
所
に
郵
送
し
た
。

　
申
請
期
限
は
当
該
年
度
の

１
月
31
日
24
時
だ
が
、
１
月

25
日
付
け
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る

申
請
は
、
即
日
に
受
理
し
た

と
の
返
信
を
う
け
た
。
郵
送

し
た
書
類
も
、
１
月
31
日
12

時
46
分
（
現
地
時
間
）
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
に
届
け

ら
れ
た
。

「
推
薦
す
る
会
」が
申
請
し
て
受
理
さ
れ
る

　
　
マ
リ
共
和
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
30
年

最初の仕事は村民調査

女性に裁縫を教える 奇麗な刺繍をする女性たち 深掘井戸の水をコップへ 手押しポンプ付の深掘井戸

乳児の身体の具合をみる 村上さんを慕う村の人たち 居住する日干レンガの家



（３） 　　　第６６２号日 本 歯 科 大 学 新 聞2020年（令和２年）２月２９日

生
虫
駆
除
、
エ
イ
ズ
予
防
　

　
今
年
で
80
歳
に
な
る
村
上

さ
ん
は
、
我
が
子
の
成
長
す

る
姿
を
み
る
よ
う
に
、
マ
リ

の
人
々
の
意
識
の
高
ま
り
を

喜
び
な
が
ら
も
、「
ま
だ
道

半
ば
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
村
上
さ
ん
は
現
地
に
居
住

し
、
ひ
た
す
ら
農
村
の
人
々

の
健
康
で
自
立
し
た
生
活
の

支
援
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
村
上
さ
ん
の
活

動
は
国
境
・
宗
教
・
民
族
の

違
い
を
超
え
て
、
マ
リ
共
和

国
の
「
人
造
り
国
造
り
」
の

支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
上
さ
ん

の
活
動
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
に
値
す
る
と
評
価
し
、
同

賞
の
授
賞
候
補
者
と
し
て
推

薦
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

「
村
上
一
枝
さ
ん
を
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
に
推
薦
す
る
会
」

発
起
人
代
表

日
本
歯
科
大
学
学
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
中
原
　
泉

発
起
人

京
都
精
華
大
学
学
長

 
 Oussouby SACKO

日
本
歯
科
医
師
会
会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
堀
　
憲
郎

日
本
歯
科
医
師
連
盟
会
長
　

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
英
登

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
住
友
雅
人

日
本
歯
科
大
学
校
友
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
勝
洪

衆
議
院
議
員
　
三
ツ
林
裕
巳

連
絡
先

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
事

務
局
（
東
京
都
千
代
田
区
富

士
見
１

－

９

－

２
０
）

村上一枝先生の受賞歴

1995年２月	 ソロプチミスト日本財団「女性ボランティア賞」

1996年９月	 三基商事㈱第４回「ミキ女性大賞」

2001年３月	 読売新聞社第29回「医療功労賞」

2002年６月	 長岡市米百俵財団第６回「米百俵賞」

2003年２月	 （財）大山健康財団第６回「大山健康財団賞」

2003年３月	 （社）倫理研修所第６回「地球倫理推進賞」

2006年11月	 （財）社会貢献支援団第36回「日本財団賞」

2012年２月	 毎日新聞社第二回「毎日地球未来賞」

2013年６月	 日本住宅協会「国際居住年記念賞」

2013年11月	 	国際ソロプチミスト日本財団平成25年次「社会貢献賞」

	 「千嘉代子賞」

2017年６月	 	（社）日本病院会・（公）全日本病院協会・（公）地域

	 医療振興会・セルジーン社　第３回「山上の光賞」

村上　一枝（むらかみ　かずえ）先生の略歴

1940年２月	 北海道士別市生まれ。

1965年３月	 日本歯科大学卒業（54回卒）。

1984年４月	 新潟市で歯科医院を開業（89年８月まで）。

1989年９月	 マリ共和国へボランティアとして植林活動に参加。以後マリに居住。

1990年11月	 	マリNGO「コマカン協会」の個人ボランティアとして、クリコロ県マディ
ナ村に居住。村民調査後、衛生環境改善、女性適正技術指導、学校建設・
識字学習普及に携わる。裁縫教室、識字教室の開催、小学校の建設にス
タート（以後継続）。

1992年９月	 支援団体「マリ共和国保健医療を支援する会」設立、現地代表。

1993年４月	 	看護婦・助産師を養成して診療所を建設し、助産院の建設にスタート
（以後継続）。

1993年７月	 マディナ村マリNGO「コマカン協会」との契約終了。

1993年９月	 団体名称を「カラ＝西アフリカ農村自立協力会」と改名。

1993年10月	 	外務省主催「第１回アフリカ開発会議」NGOフォーラム「立ち上がる女
性たち」にパネラーとして参加。

1994年３月	 	マリ政府から、外国人NGOとして認証される。クリコロ県クーラ郡、ド
ウンバ郡（57村）へ支援事業を開始（以後継続）。

1994年11月	 外務省主催「アフリカ教育問題シンポジューム」にパネラー参加。

1998年５月	 「カラ＝西アフリカ農村自立協力会」代表に就任。

2000年４月	 クリコロ県シラコローラ郡（30村）へ支援事業（以後継続）。

2002年３月	 東京都から、特定非営利活動法人として認証される。

2003年８月	 東京で、マリ国立民族舞踊団による公演を企画開催。

2004年４月	 	文部科学省検定済教科書の高等学校外国語用「109文英堂	英Ⅱ021　
UNICORN	ENGLISH	COURSE	Ⅱ」に載用される。

	 JICA・NGO合同セミナーにNGO講師として参加。

2007年７月	 TBSテレビ九州「命の水を求めて」に出演。

2014年６月	 日本歯科大学名誉博士号を受く。

2017年３月	 法人解散、以後、任意団体として支援事業を継続（支援対象87村）。

2019年５月	 ＴＶ東京「世界ナゼそこに日本人」に出演。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
を
発
明
し
た
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
言

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
右

は
、
ノ
ー
ベ
ル
没
後
75
年
の

１
９
７
１
年
に
マ
リ
共
和
国

が
発
行
し
た
記

念
切
手
。

　
平
和
賞
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
の

中
で
、
唯
一
、

公
募
さ
れ
応
募

で
き
る
賞
で
あ

る
。
１
９
７
４

年
に
佐
藤
栄
作
首
相
が
受
賞

し
て
以
降
、
日
本
人
の
受
賞

は
な
い
。
平
和
賞
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会

で
選
考
し
、
毎
年
10
月
に
発

表
さ
れ
る
。

寄生虫駆除の薬を説く

野菜園の栽培を見回る

助産院前に並ぶ妊産婦と幼児の列

村民に保健衛生を説明

野菜園で栽培を指導する

村民と日陰で休憩中

ボランティア活動を語る

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
は



日 本 歯 科 大 学 新 聞2020年（令和２年）２月２９日 （４）第６６２号

最
終
記
念
講
義

笹
川
教
授
（
新
潟
・
先
端
研
）

阿部顧問を中心にクリスマス・キャロルを奏でる

記念品を手渡す中原学長（右）

根管治療のコツを講演する北村教授（９月26日）

小児歯科・内川教授（９月26日） 外科・櫻井教授（２月６日）

アンサンブル部初代顧問の羽村章教授を交えて演奏者一同

　
新
潟
生
命
歯
学
部
先
端
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
笹
川
一

郎
教
授
の
最
終
記
念
講
義

は
、
１
月
17
日
午
後
５
時
よ

り
、
新
潟
生
命
歯
学
部
ア
イ

ヴ
イ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。
演
題
は
「
比
較
解
剖

か
ら
み
た
歯
の
組
織

－

謎
の

硬
組
織
エ
ナ
メ
ロ
イ
ド
の
研

究
で
わ
か
っ
た
こ
と

－

」
で

多
く
の
教
職
員
、
大
学
院

生
、
学
生
や
関
係
者
が
聴
講

し
た
。

　
笹
川
教
授
は
最
終
記
念
講

義
で
、
ま
ず
歯
の
構
造
の
歴

史
性
や
歯
と
鱗
の
起
源
、
脊

椎
動
物
の
歯
の

高
石
灰
化
組
織

に
つ
い
て
語
っ

た
。
長
年
テ
ー

マ
と
し
て
き
た

エ
ナ
メ
ロ
イ
ド

研
究
を
通
し
、

歯
の
組
織
構
造

を
形
成
過
程
と

比
較
か
ら
探
る
こ
と
で
、
形

態
組
成
の
し
く
み
や
法
則
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
た
。

　
講
義
終
了
後
、
中
原
泉
学

長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
笹
川
教
授
は
１
９
７
４

年
（
昭
和
49
）
３
月
新
潟
大

学
理
学
部
卒
業
。
同
年
４
月

本
学
新
潟
歯
学
部
口
腔
解
剖

学
教
室
第
一
講
座
助
手
。

講
師
、
助

教

授

を

経

て

２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
４

月
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

に
就
任
し
た
。（
上
写
真
・
中

央
に
花
束
に
手
に
す
る
笹
川

教
授
）

　
東
京
の
附
属
病
院
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
「
医
療
連
携

学
術
講
演
会
」
を
令
和
元
年

９
月
と
令
和
２
年
２
月
に
開

催
し
た
。

　
第
１
回
講
演
会
は
、
令
和

元
年
９
月
26
日
（
木
）
午

後
６
時
か
ら
附
属
病
院
牛

込
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
約

１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
希
望

が
多
か
っ
た
医
療
連
携
、
放

射
線
読
影
、
歯
内
療
法
、
乳

幼
児
の
診
察
の
４
演
題
が
講

演
さ
れ
た
。
演
題
と
演
者
は

次
の
通
り
。

「
医
科
・
歯
科
連
携
を
有
効

利
用
す
る
た
め
に
」

医
療
連
携
室
室
長

　
　
　
　
　
　
　
小
川
智
久

「
こ
ん
な
撮
影
法
が
あ
っ
た

の
？

－

症
例
に
応
じ
た
デ

ジ
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
と
歯
科

用
Ｃ
Ｔ
の
撮
影
」

放
射
線
・
病
理
診
断
科
科
長

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
洋

「
根
管
治
療
を
確
実
に
お
こ

な
う
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
」

歯
内
療
法
チ
ー
ム
長

　
　
　
　
　
　
　
北
村
和
夫

「
乳
幼
児
の
口
の
診
方
・
考

え
方
」

小
児
歯
科
診
療
科
　
内
川
喜
盛

　
講
演
後
に
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
演
者
の
ほ
か
各
診

療
科
長
が
出
席
し
、
多
く

の
参
加
者
と
情
報
を
交
換
し

た
。

　
　
　
×
　
×
　
×

　
つ
づ
い
て
令
和
２
年
２
月

６
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

牛
込
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

２
回
目
の
講
演
会
に
は
約
70

人
が
参
加
し
た
。
演
題
と
演

者
は
次
の
通
り
。

「
癌
と
薬
物
療
法
と
歯
科
と

の
か
か
わ
り
」

外
科
診
療
科
長
　
櫻
井
健
一

「
摂
食
嚥
下
障
害
を
伴
う
全

身
疾
患
へ
の
対
応

－

歯
科
は

何
を
評
価
す
る
の
か
？
」

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
　
　
　
　
　
　
高
橋
賢
晃

　
第
２
回
目
の
講
演
会
参
加

者
た
ち
は
、
昨
年
８
月
生
命

歯
学
部
外
科
学
講
座
（
附
属

病
院
外
科
診
療
科
長
）
に
赴

任
し
た
櫻
井
教
授
、
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
髙

橋
講
師
の
講
演
に
聞
き
入
っ

た
。

　
特
に
櫻
井
教
授
の
講
演

「
癌
と
薬
物
療
法
と
歯
科
と

の
か
か
わ
り
」
は
、
今
ま
で

の
当
講
演
会
で
は
言
及
さ
れ

な
か
っ
た
演
題
で
、
開
業
医

の
先
生
方
に
も
癌
患
者
の
診

療
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

　
医
療
連
携
室
で
は
、
附
属

病
院
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
、
こ

れ
か
ら
も
役
に
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

（
附
属
病
院
医
療
連
携
室

室
長
　
小
川
智
久
）

　
新
潟
生
命
歯
学
部
解
剖
学

第
一
講
座
の
影
山
幾
男
教
授

は
、
１
月
末
か
ら
約
２
週
間

東
京
都
小
笠
原
村
硫
黄
島
に

戦
没
者
遺
骨
収
集
指
導
監
督

派
遣
に
同
行
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
派
遣
は
、
厚

生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
の

依
頼
に
よ
る
。
太
平
洋
戦
争

の
激
戦
地
・
硫
黄
島
で
、令
和

元
年
度
収
容
さ
れ
た
戦
没
者

遺
骨
は
11
柱
で
、
本
年
度
４

回
目
の
収
集
に
同
行
し
た
影

山
教
授
は
、
収
容
し
た
遺
骨

４
柱
の
人
骨
鑑
定
を
行
い
、日

本
人
戦
没
者
の
ご
遺
骨
で
あ

る
か
の
判
別
な
ど
を
行
っ
た
。

　
１
月
末
に
配
信
さ
れ
た
経

済
誌
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
オ

ン
ラ
イ
ン
』
は
、
大
学
別
・

女
性
社
長
輩
出
ラ
ン
キ
ン
グ

を
掲
載
し
た
。
同
誌
の
女
性

社
長
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
れ
ば

９
位
の
東
大
出
身
者
１
３
８

名
に
続
き
、
本
学
は
１
３
４

名
で
第
10
位
と
い
う
。

　
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、

女
性
社
長
（
経
営
者
）
と
し

て
、
病
院
・
医
院
を
開
設
す

る
医
療
法
人
の
理
事
長
も
含

ま
れ
て
い
る
。
東
商
リ
サ
ー

チ
約
３
７
９
万
社
の
経
営
者

情
報
を
も
と
に
集
計
し
た
。

　
１
位
は
日
本
大
学
の

４
１
４
名
で
、
２
位
は
東
京

女
子
医
科
大
学
の
３
１
７

名
。
以
下
慶
応
、
早
稲
田
、

青
山
学
院
と
続
く
。

影
山
教
授
を
派
遣

硫
黄
島
・
遺
骨
収
集

本
学
女
子
卒
業
生

大
学
別
女
性
社
長

ラ
ン
キ
ン
グ
10
位
に

　
東
京
の
附
属
病
院
で
は
昨

冬
、
11
年
目
と
な
る
ク
リ
ス

マ
ス
・
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
あ

た
る
12
月
24
日
、
生
命
歯
学

部
な
ら
び
に
東
京
短
期
大
学

の
学
生
か
ら
編
成
さ
れ
た
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
部
員
と
、
顧
問

の
阿
部
恵
一
講
師
（
歯
科
麻

酔
・
全
身
管
理
科
）、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
部
Ｏ
Ｂ
で
研
修
歯

科
医
の
三
村
英
旺
先
生
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
メ

ド
レ
ー
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

の
名
曲
を
奏
で
、
50
人
を
越

え
る
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
・
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

東 京

　
わ
が
国
は
高
齢
社
会
と
な

り
、
介
護
受
診
者
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の

高
齢
者
の
歯
科
医
療
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い

く
べ
き
か
、
本
年
度
の
大
会

で
は
「
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療

を
考
え
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
開
催
し
ま
す
。

　
午
前
10
時
40
分
か
ら
開
か

れ
る
基
調
講
演
で
は
、
大
阪

医
科
大
学
口
腔
外
科
学
教
室
・

植
野
高
章
教
授
に「
健
康
寿

命
の
延
伸

－

高
槻
モ
デ
ル

か
ら
振
り
か
え
る

－

」の
演

題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
植
野
先
生
は
高
槻
市
を
中

心
に
行
政
、
市
民
の
方
々
と

地
域
連
携
し
、
口
腔
ケ
ア
の

推
進
を
図
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
効
果
を
上
げ
た
取
り

組
み
を
さ
れ
、
高
い
評
価
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
私

た
ち
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
の

か
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
歯
学
会
大
会
・
総

会
は
同
日
の
午
後
、
16
年
ぶ

り
に
第
９
回
国
際
歯
学
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

継
続
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
歯
学

会
総
会
・
学
術
大
会
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
、
学
術
奨
励
賞
の

受
賞
講
演
は
、
本
年
12
月
に

新
潟
生
命
歯
学
部
で
開
催
予

定
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
時
に
行
い
ま
す
。

　
　
　
大
会
長
　
渡
邉
文
彦

（
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
補

綴
学
第
二
講
座
）

０
２
５

－

２
６
７

－

１
５
０
０

（
内
線
３
３
１
０
）　
　
　

２
０
２
０
年
度 

日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
大
会
・
総
会

令
和
２
年
６
月
７
日
（
日
）
新
潟
生
命
歯
学
部
講
堂

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
を
考
え
る
」

附属病院 地域連携室

令和元年度 秋・冬に

医療連携学術講演会を開催




